
「４Ｋ・８Ｋ放送推進連絡協議会」について

目 的

活動内容

・当該戦略に基づく「４Ｋ・８Ｋ放送に関する周知・広報計画」（アクションプラン）

の取りまとめ

・４Ｋ・８Ｋ放送の送受信環境に係る技術的課題の共有・対応

（電波の漏えい対策、ＢＳ右旋帯域再編対応等）

・視聴者・消費者からの苦情・相談への対応の在り方の検討 等

当面のスケジュール

・平成29年４月14日（金）に第１回会合、８月２日（水）に第２回会合を開催。

・11月２日（木）の第３回会合で「４Ｋ・８Ｋ放送に関する周知・広報計画」を取り

まとめ。今後同計画に基づき、具体的取組を実施。

構成員

団体 事業者

（一社）衛星放送協会 （株）アイキャスト

（一社）映像配信高度化機構 イッツ・コミュニケー

ションズ（株）

大手家電流通協会 ＳＣサテライト放送（株）

全国電機商業組合連合会 （株）ＱＶＣサテライト

（一社）電子情報技術産業協会 ジャパンケーブルキャスト

（株）

（一社）日本ケーブルテレビ連盟 （株）ジュピターテレコム

（一社）日本ＣＡＴＶ技術協会 上新電機（株）

（一社）放送サービス高度化推進協会 スカパーＪＳＡＴ（株）

（株）東北新社

※オブザーバー 日本放送協会

（一社）日本民間放送連盟 日本デジタル配信（株）

（株）ハートネットワーク

（株）ビーエス朝日

（株）ＢＳジャパン

（株）ＢＳ-ＴＢＳ

（株）ＢＳ日本

（株）ビーエスフジ

（株）放送衛星システム

（株）ＷＯＷＯＷ

（9団体・19事業者 （平成29年11月現在））

平成30年12月から開始される４Ｋ・８Ｋ実用放送については、これを視聴す

るためには別途チューナー等の機器が必要であり、アンテナ等の受信設備

の交換が必要な場合もある。

このような状況について視聴者の理解を進めるため、総務省では、放送を

巡る諸課題に関する検討会の分科会において、平成29年３月に「４Ｋ・８Ｋに

関する周知・広報戦略」を取りまとめた。

当該戦略に基づく周知広報を、関係団体・事業者及び総務省が相互に連

携・協力し、効果的かつ効率的に進めるため、今回関係団体・事業者から構

成される「４Ｋ・８Ｋ放送推進連絡協議会」を設置。（総務省は事務局）
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４Ｋ・８Ｋ放送に関する周知・広報計画（アクションプラン）の概要

１．一般向けの周知

（１）４Ｋ・８Ｋ放送の魅力・視聴方法の周知

〇関係業界全体による４Ｋ・８Ｋ放送の周知イベント
・ ２０１７年１２月１日に、ＢＳ・東経１１０度ＣＳによる４Ｋ・８Ｋ実用放送（以下「実用放送」という。）の開始１年前セレモニー

を開催し、４Ｋ・８Ｋ放送の普及・推進に向けた関係者の決意を示すとともに、メディアを通じて１年後の実用放送の開始を広く周知・

広報【(一社)放送サービス高度化推進協会（Ａ-ＰＡＢ）を中心に全構成員】

〇国際的なスポーツ大会等と合わせた周知
・ 国際的スポーツ大会（平昌五輪、ロシアサッカーＷ杯等）の開催期間に、ショールーム等の一般の人の来場が見込めるスペース等に

おいて、４Ｋ・８Ｋ放送の魅力や視聴方法等の周知・広報を実施【民間放送事業者（ケーブル）、メーカー、家電量販店、電器店 等】

〇業界ごとの特徴や強みを活かした周知
・ ２０１７年１２月から実用放送の開始までの間に、４Ｋ・８Ｋ放送の魅力や視聴方法等を周知・広報するための番組等の放送を実施

【ＮＨＫ、民間放送事業者】

・ ２０１８年９月頃までに、同年１２月からの実用放送の番組編成を発表【ＮＨＫ、民間放送事業者（衛星）】

・ ２０１７年１０月以降、家電量販店約３,２００店舗、電器店約１５,０００店舗（目標）において、４Ｋ・８Ｋの魅力に触れる機会

を広く提供するほか、受信設備や視聴方法等に関する周知・広報を実施【家電量販店、電器店、民間放送事業者（ケーブル）等】

〇サービス呼称、ロゴ・マーク及び周知用素材の作成・利用
・ ２０１７年１２月に、４Ｋ・８Ｋ放送に関するサービス呼称及びロゴ・マークを公表【Ａ-ＰＡＢ】

・ Ａ-ＰＡＢが作成するサービス呼称、ロゴ・マーク、リーフレット等を積極的に利用し、統一感のある周知・広報を実施【全構成員】

（２）４Ｋ・８Ｋ放送に関する相談対応
・ ２０１７年１２月に、４Ｋ・８Ｋ放送に関する相談対応のための「４Ｋ・８Ｋ放送コールセンター（仮称）」を設置【Ａ-ＰＡＢ】

２．関係業界内の取組

上記の取組について、関係業界内での情報共有や役割分担を記載

○ ４Ｋ・８Ｋ放送推進連絡協議会第３回（本年１１月２日（木）開催）において、４Ｋ・８Ｋ放送に関する周知・広報計画（アクションプ

ラン）を取りまとめ。今後、関係団体・事業者は、本計画に沿って周知・広報に関する具体的取組を実施。



日時等

・ 日 時 ：平成２９年１２月１日（金） 午前１０：００～１１：００

・ 場 所 ：ニューオータニ（芙蓉の間） 東京都千代田区紀尾井町４－１

・ 主催者 ：一般社団法人放送サービス高度化推進協会（Ａ－ＰＡＢ）

目的

・ 新放送の周知広報のキックオフと位置づけ、1年後に本放送が開始することを多くのメディアを通じて広く視聴者に訴求

・ 多くの関係者が1年後の開始への本格始動を再確認

出席者

総務省 野田 聖子 大臣
坂井 学 副大臣
小林 史明 政務官

ＮＨＫ 上田 良一 会長

民放連 井上 弘 会長（ＴＢＳホールディングス取締役名誉会長）

ＪＥＩＴＡ 長榮 周作 会長（Ｐａｎａｓｏｎｉｃ 取締役会長） 等

進行

・ 来賓挨拶（野田大臣、上田会長、井上会長、長榮会長）

・ 「新４Ｋ８Ｋ衛星放送」のサービス名称、ロゴの発表

・ ４Ｋ８Ｋ推進キャラクター（深田 恭子さん）任命式

・ フォトセッション 等

＜フォトセッションの様子＞

新４Ｋ８Ｋ衛星放送開始１年前セレモニー

＜新４Ｋ８Ｋ衛星放送 ロゴ＞

ながえ
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